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智恵の水をお授けできます
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観音様年末最後のご縁日
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多 宝 挙 (国指定重要文化財 )

室町時代・文安6年 (1449年 )建立 c

嘉吉元年 (1441年 )像1壊した塔に替わっ
て再建された、本瓦葺三間多宝塔。
下層は四本柱の方形、上層は十二本の柱
を立て高欄をめぐらせた円形。
室町中期様式・五智如来をまつる。

鷲護曇i(県指定重要文化財)

江戸時代・宝歴9年 (1759年 )建立。
入母屋造・正面唐破風と千鳥破風・本瓦葺き・九聞四面・総欅造り

i彙 内VAP
開山堂

□ □多宝塔

|〃
清浄水

楼門Eコ

楼『 号(目指定重要文化財)

室町時代・永正6年 (1509年 )建立。
三間―戸・入母屋造。本瓦葺き。建立以
来たびたびの修理を受け、桃山時代の様
式を残魂 (高欄付きの縁をめぐらせた通
路や和様三手先腰組 )オ関間には、牡丹と

蓮の彫刻があぎや力、金同1カ士像を安置。

≦言1ヴ‡(目指定重要文化財 )

安土桃山時代・天正16年 (1588

年)建立。
入母屋造・本瓦葺き・袴腰艘板
張りの下層)全体に軽快な感じで、

鐘楼建造物中の白眉とされてい
る建物であるc
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